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夫弁うの建

還 婚  (ご 7撮 )還暦 6ヱ 、まだ年若い。これからが私の余生だ !

まネ (れ 撮)

を 希  (/θ 機)古希 70は、長寿への初歩。さてさて遥かな天寿のお出へ。

亡キ (ゎ 撮)

,謀 寿 (//換 )喜寿は嬉しく喜ばしい。,これから老楽の道.

_   1斜 鼻  (ど θ撮)傘寿は八十.雨露防ぎ、古くなつた骨まだ立夫。

喬 弁  (ど 4換 )84は橋寿。演りをつける好奇,ふ。

去`ネ (打 撮)

無 夕卒 (ど ど義)八十八は米寿。米はお国の室。

ネ ゴ卒 (9θ 撮)卒寿というが終わりではない。初老を終えただけ.

日 寿 (92換 ),92歳を国寿と祝う。まだまだ尽くせる国のために。

帝 鼻  (9ィ 換)94歳をくし寿という。欄tよ髪を整え護る  ‐

1 亡ネカジマヤ…お夢煮)・
匂 ネ  (99換 )99歳 は自寿と視う。あと一歩で百歳。

十   ~｀
で ☆

~c-9 ted)着
く 所 に な ん と か 着 い た と だ が ま だ 還 拭 乗 説 勤 業 一 ― ―

― 十
一 一 ―

~―
一

恭 寿 (ェ θど換)八十八から二十年、今日も美味しいお茶で暮らす。

ユ 寿  (1ェ =撮 )百十一を王寿という。まさに長寿の旗がしら。

丈 ネ  (=2θ 換)人の命に限りはあるが、ここまで来れば長寿王。



人安拓びθ歳め ら

/θ オて湾避えきたら 「スハ留守です」とす毛

どθオで浴避モがせたら 『4だ 致だネし,J とす1        ■

9θ オでなSL毛 づきそう 「そんrrに 念がrrく てもよめ」とすi

互θθオで湾逸毛づきたら 「項小し,を ゑてこちらからボツボツ竹く」とすi

ぱ 式 十 静J(自 己チェック) 渡辺博史先生

工、人旨去初 kす る人卜な 人めらAtt kさ れら

″、人砥田体は ね手のほ竹とつきわうものだ

ヨ、人の打旨にてもううめより みに4竹づЙ未わめづ負初である

4、 仕f佑 すわれてするもの_で なrrく  採 にてするものだ

すt ttfで は擁旨食 i 人田賀体ではぽ旨食 毛

び、接げはされるものではrrく  するものだ

ア、得ることだけづ勉強ではrrめ  法未てこそ勉強だ

ど、 どこを飲ため (孝 法)で 4 rrく  毎づ飲未ろうだ

―   夕、書器で語 らず ドで語れ 4

Iθ 、いし,人 亡

“

 し,め 準備めら出 4あ

常に [3T]を求めて 。・・渡辺博史先生

大切なことは何か

,   ためになることは

楽しいことは
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`串

中

キ

ぜ ゴ 丸 か伸卜遷玉
作gED:Begin&石中 2-2(2001)

作曲 :Begin

憾が生 まれた  こ―の品のな|を  僕はどれ くらい舟 っているんだろ づ

輝 く呈 も流れる費 も 名貯 を開かれても わか らない

て
｀
も誰 より誰 よりも舞】っている た しもヽ日すも擢|し い日チも

何食 も見上げ
｀
ていた この管 を

救科督に音 いてあることだけ じゃゎか らない

大ウ なものが さ っとここにあるはずさ

それが  島代ぬ史

僕が生 まれたこの品の寿 を 僕はど
｀
れ く

考れてくサ・ンゴも式 っていく魚も どづ

でも誰より誰よりも第 っている

少 しずつ究わ って、ヽく この寿 を

テレじでは藤を行いラジ方でも抗せない

!    大ウなものがきっとここにあるはずさt                                             i

それが 島代ぬ豊

らい始 っているんだろづ

した らいいのか  なか らない

砂にまみれて表にゆられて

僕が生 まれたこの品の環 を 僕はど
｀
れ くらい舞3っ ているんだろづ

トゥノミラーマも↓デンサー‐
材 も 言☆の

―
滝味 さえ わか らない

でも誰よ り誰よ りもr13っ ている T~■ も`の夜 も恭 りの朝も

打拠か らか聞 これて くる このコ員を

いつの日か この品 を離れてヽ`く その日支で

大ウ 存もの をも っと報 く捧 っていたい

それカド 島 式 ぬ鼠 (3回繰明頭 )

沖縄祖国復婦 30周年記念イメージノング [NHK] (2002年 )



か  し い 童  謡 (う たい出し)

*青い眼の人形・・・・・ ●●●(青い眼をしたお人形は)

*赤い靴・・・・・ ●●●●●・ (赤い靴はいていた女の子)

*赤い鳥小鳥・・ヽ・・・・・・・ (赤い鳥小鳥なぜなぜ赤い)

求赤い帽子白い帽子・・・・・・ (赤い帽子白い帽子伸よしさん)

米赤購蛉・・・・・・・・・・・ (夕焼小焼のあかとんぼ)

米あの子はだあれ P・ ・・・・ °(あの子はだあれ だれでしよね)

*あの町この町・・・・・・・ '(あの町この町 日が暮れる)

*雨  ・・・・・・・・・・ ●●(雨がふります雨が降る)

*アメフジ・・・・・・・・・・ (アメアメフレフレ カアサンガ)

*雨降りお月さん・・・・ f・
°(雨降りお月さん雲の陰)

*あんたがたどこさ・・・・・ 。(あんたがたどこさ)

米角のダンス・・・・・・・・・ (ゾ ノラ ノランラ 気のダンス)

*う れしいふな祭 り・・・・・ ●(あかりをつけましょぼんぼりに)

*おもちやのマーチ・・・・・・ (やつとこやつとこ くりだした) |
*お山の杉の子・・・・・・・・ (むかしむかし そのむかし)

*、 肩たたき・・・・・・・ ●●●(母さんお肩をたたきましょう)

米かなりや・・・・・・・・・ ●(唄を忘れたカナジヤは)

米かもめの水兵さん・・・・・ 。(かもめの水兵さん)

*かわいい魚やさん・・・・・ ●(かわ↓ヽい かわいい 魚屋さん)

*靴がなる '・ ・・・・・・・・ (お手てつないで 野道を行けば)

*こ の道・・・・・ ●●●●●●(こ の道はいつか来た道)

*塁の秋・・・・・・・・・・ 。(静かな静かな里の秋)

*叱られて・・・・・・・・・ ●(叱 られて 叱られて)

米しやぼん玉・・・・・・・・・ (し やぼん玉 とんだ)

ホ雀の学校・・・・・・・・・ 。(ちいちいばつぱ ちいぱつぱ)

―  ネ背くらべ・・・・・・・・・・ (柱のぎづは おととしの)

*たきび・・・・・・・・・・ '(かきねの かきねの まがりかど)

*月 の砂漠・・・・・ ●●●●0(月 の砂漢を はるばると)

*て るてる坊主・・・・・ ●●●(て るてる坊主てる坊主)

*どんぐりころころ・・・・・ ●(どんぐりころころ どんぐりこ)

本仲よし小道 と・・・・ ●●●0(仲 よし小道は どこの道)

*七つの子・ 1・ ・・・・・・・ (カ ラス なぜ鳴くの)

宗花かげ・・・・・・・・ ●●0(十五夜お月きま ひとりぼち)

米花嫁人魚・・・・・ ●●●●●(き んらんどんすの 帯じめながら)

ホ浜千鳥・・・・・・・・・・ 1(青い月夜の 浜辺には)

*春よ来い・・・・・ ど・・・ .(春よ来い 早く来い)

ネみかんの花咲く丘・・・・・・(みかんの花が 咲いている)

ネめえめえ児山羊・・・・・・・ (めえめえ 森の児出半)

ホタ焼け小焼け・・・・・・・ 。(夕焼け小焼けで 日が暮れて)

*揺 り篭めうた 。・・ ,・ ・・ °(揺 り篭のうたを カナジヤが歌うよ)



標 か し い 唱 強

米仰げば尊じ・・・・・・・・ 。(仰げば尊しわが師の恩)

*一月一日・・・・・・・・・・ (年の始めの例とて)

*う さぎ・ 1・ ・・・ ●・ ●●●
(う さぎうさぎ なに見てはねる)

*う さぎとかめ・・・・・・・・ (も しもし亀よ亀さんよ)

*美 しき天然・・・・・ ●●●●(空にさえずる鳥の声)

*海・・・・・・ ,・ ・・・・ °(松原遠く消ゆるところ)

やウミ・・・・・ ●●●●●●●(ウ ミハ ヒロイナ大キイナ)

米オツマ・・・・・ ●●●●●。(オウマノ オヤコハ)

*お正月・・・・・・・・・・・ (も ういくつ寝るとお正月)

*購月夜・・・・・・・・・・・(来の花畠に入日薄れ)

米思い出。と・・・ .....・ (かきに赤い花さく)

ネ菊の花・・・・・ ●●●●●。(き れいな花よ菊の花)

米紀元節・・・・・・・・・・ 。(雲にそびゆる高千穂の)

*き たえる足・・・・・ ●●●●(大空晴れて深みどり)

*キ ンタロツ・・・・・・・ ●o(マサカメカツイデ キンタロツ)

*、コイノボツ・・・・・・・・ o(ヤネヨジ タカイ コイノボツ)

*荒城の月・・・・・ ●●●●●(春高機の花の宴)

*故郷・・・・・・・・・・・・ (う さぎ追いし かの山)

*故郷の空・・・・・・・・・ 。(夕 空晴れて秋風吹き)

*故郷の廃家・・・・・・・・・(幾年ふるさと来てみれば)

*田植え・・・・ち・・・・ ●.(そるた出そろた さなえがそろた)

来たなばたさま・・・・・・・・ (さ さの葉 さらさら)

*チュージップ・・・・・・・・ (サイメサイタ チュージップノ ハナガ)

*喋蝶・・・・・・・・・・ ●●(ち ょうちょう ちょうちょう)

*夏は来ぬ・・・・・ ●●●●●(卯の花の 匂う垣根に)

*庭の千革・・・・・・・・・ 。(庭の千草も 虫の音も)

ネ羽衣・・・・・ ●●●●●・・ (白い浜辺の松原に)

*花・・・・・ ●●●●●●

*花火・・・・・・・・・・

米埴生の宿・・・・・・・・

培浜辺の歌・・・・・・・・

・ 。(春のうららの隅田川)

・ 。(どんとなつた花火だ)

・・ (埴生の宿も わが宿)

・・ (あ した浜辺を さまよえば)

*星の夜・・・.・
●●●●●,o(月 なきみ空に きらめく光)

米蛍の光・・・・・ ●●●●●●(ほたるの光 窓の雪)

米港・・・・・ ●●●●●●●0(空も港も 夜ははれて)

*旅愁・・・・・・ ・・・ ●●o(更け行く 秋の空 旅の空の)

*ロ ーレライ・・ 丁●●●●●・ (な じかは知らねど 心わびて)

米われは海の子・・・・・・・・ (我は海のこ 白浪の)




